
主要事業マネジメントシート 部局名

千円（ 千円） 千円（ 千円） 千円（ 千円）
千円（ 千円） H27要求 千円（ 千円） 千円（ 千円）

■ 重点課題【知事重点分野】 （項目名：医療先進都市の実現（健康寿命の延伸） ） □ 人口減少関係 （項目名： ）
□ 成長戦略 （項目名： ） □ 新・地震防災アクションプラン （項目名： ）
□ その他 （項目名： ）

■ 府の役割 □ 民間では実施不可（行政がすべき役割）
□ 国の役割 □ 民間で実施するためのインセンティブとして実施
□ 市町村の役割 ■ その他

□ 受益者負担あり（内容・水準： ）
□ 受益者負担を求めない（理由： ）
■ 受益者負担になじまない

（事業目標）

（指標） （実績）

（事業期間） ～ H30.3 を集中的取組み期間とする３年間
（指標）

（コスト分析結果）
H24（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
H25（フルコスト） 千円／ （分析単位） ＝ 千円
＜事業優先性や事業選択の判断に影響を与えるような事情が新たに発生した場合に記載＞

健康医療部

0
0

0
40,770

0
0

H24
40,770

特記事項

事業名 健康寿命延伸プロジェクト事業費【知事重点特別枠】（健康寿命の延伸に向けて集中的に取組む新事業）　　　　　　　　　　／　担当室課　　保健医療室　健康づくり課

H24
H25

H26

第２次大阪府健康増進計画における目標指標の達成（平成２９年度が計画最終年度）

実績
H25

事
業
効
果

目標・
指標

コスト
分析

（理由）多方面の関係機関や関係団体と連携しながら、健康増
進計画を推進することは、広域自治体である府の責務。

府民運動として拡がりを持った健康づくりを展開するためには、主体である府民一人ひとりの行動変容が不可欠であり、
そのために、府民に行動変革を促し健康指標を改善する、健康づくり事業の充実や集中的な取組を行う手法は妥当。

ハード系事業ではなく、ソフト系事業を重層的に実施するものであり、懸念すべきリスクはない。

大阪府市医療戦略の取組み（事務局：政策企画部戦略事業室事業推進課）や福祉部と連携して実施。

-目標に達しなかった場合の改善方策
第２次計画の目標の達成状況について、分析、
評価を行い、第３次計画へ反映させる。
第３次計画策定に当たっては、国の方針や、他
計画との整合性を考慮し、実行性の確保に努
める。

事業
手法

目標値に向けて、各事業を実施す
るなど、計画を推進中

事業間
調整

予算額

事業の優先性

役割
分担

事
業
選
択

将来のリスク管理

庁内での連携

他事業との
整合性　等

民間との役割分担
（理由）府民運動として官民協働で取組むため。

健康寿命の延伸などを含む５８項目の健康指標を設定

H27.4

行政としての役割

手法の妥当性

受益と負担

他事業との重複はない。（事業所管課や行政計画が分かれているが連携、調整を行っている。）


